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the COVID-19 Pandemic





























年 4 月 17 日に発表された全国一斉の「緊急事態宣言」が解除されたのち、5 月
末以降のことであるが、来館記録を収集する動きはそれよりも前、3 月末ごろか
らすでに一部の図書館で見られたⅶ。筆者が委員を務めている自由委員会はそう
した動きに対して、2020 年 5 月 14 日に発信した文書「COVID-19 に向き合う」
の中で、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策の 1 つとして来館記録を図
書館が収集することについて、プライバシー保護の観点からは推奨しないことを
述べた。具体的には、図書館が来館記録を収集する目的の 1 つである ( と考えら
れる )、利用者の中から感染者が発生した場合の濃厚接触者の追跡調査の必要性
についても、国立感染症研究所による「濃厚接触」の定義 (「1 メートル以内か











そのため、日本図書館協会が 5 月 14 日に公開し、28 日に更新したガイドラ
インでは、利用者には手洗い・消毒・うがい・マスク着用、ソーシャルディスタ
ンスの確保等の徹底を求めるとともに、図書館に対しては換気の徹底や図書館資




なお、同協会の資料保存委員会が 7 月 6 日に発表した「「図書館資料の取り扱
い（新型コロナウィルス感染防止対策）について－人と資料を守るために」とす
るガイドラインでは、資料を介した接触感染を避ける方法として、来館記録や資





































































の一員として、他の委員の協力も得ながら、そのデータ (2020 年 6 月 20 日調査、
8 月 1 日調査 ) をもとに独自調査による追加・削除をふまえて分析を行うことと
した。具体的には、来館記録を収集している 428 自治体を対象として、その収



































































表 1　来館記録の収集状況にみる強制性 (N=428) 自治体数 比率 (％ )
任意 ( と思われる ) 23 9.58



























た鍵付きの箱に入館票 ( カード ) を入れる方法となるだろう。残念ながら、図書
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館サイトの記述内容からはそうした周囲の環境の安全性までは把握できなかった













表 2　来館記録の収集方法　(N=428) 自治体数 比率 (％ )
利用者カード 20 4.67
〃・なければ単票形式の入館票 61 14.25







追記式の名簿（ノート類 ) 51 11.92
〃・またはコロナ追跡システムの登録 1 0.23
















































表 3　来館記録を収集する上での法的根拠の説明　(N=428) 自治体数 比率 (％ )
個人情報保護条例についての説明がある 10 2.34













































































表 5-1　収集する個人情報の種類の説明　(N ＝ 428) 自治体数 比率 (％ )
説明がある 129 30.14
説明があり、記録票の様式が WEB で公開 31 7.24

















不要な情報を集めている　( 年齢、性別、利用目的など ) 7 4.38









さらに言えば、少数ではあるが、一部の自治体 (7、4.38％ ) で、「年齢」「性別」
「利用目的」といった、明らかに利用目的と照らして明らかに不要と思われる個
人情報を収集していることも明らかとなった。「性別」に関しては、障害者差別















具体的ではないケースも、14 自治体 (3.27％ ) でみられた。これまでの調査結果
と同じく、来館記録という個人情報を取り扱う上での説明責任は多くの公共図書
館において十分に果たされていない。




2 週間 3 7.14
3 週間 1 2.38
1 カ月　(30 日、4 週間を含む ) 33 78.57
2 か月 2 4.76
3 か月 2 4.76
1 年 1 2.38
次に、具体的な説明があるケースについて、その保有期間をみてみよう。
表 6 の下段に示したように、「1 カ月」(「30 日間」「4 週間」を含む ) が 33、









妥当性のある隔離期間として「24 時間から 72 時間というのが妥当」とする具
体的な数値を示している。来館記録の収集を感染拡大防止策の 1 つの選択肢と
















表 7　外部提供先の説明の有無　(N ＝ 428) 自治体数 比率 (％ )
「保健所」と特定している 6 1.40
「保健所等」とやや曖昧な説明をしている 88 20.56


































率 ( ＝来館記録を収集する自治体数／都道府県別の自治体総数 ) の上位都道府県





































北海道 24.6 収集 272 三重県 34.5 収集 56.7
青森県 2.5 25.7 滋賀県 5.3 126.6
岩手県 9.1 3.3 京都府 38.5 収集 293.5
宮城県 8.6 69.4 大阪府 34.9 482.7
秋田県 16.0 収集 18.6 兵庫県 29.3 収集 223.2
山形県 51.4 収集 70.5 奈良県 7.7 192.5
福島県 10.2 48.2 和歌山県 23.3 収集 176.2
茨城県 50.0 102.8 鳥取県 5.3 28.8
栃木県 28.0 100.8 島根県 15.8 43
群馬県 20.0 98.4 岡山県 3.7 一部収集ⅹⅷ 45.5
埼玉県 42.9 収集 324.8 広島県 0.0 117.3
千葉県 70.4 収集 264.6 山口県 15.8 42.7
東京都 14.5 収集 945.5 徳島県 16.7 35.7
神奈川県 24.2 276.5 香川県 0.0 48.1
新潟県 23.3 51.3 愛媛県 5.0 68.7
富山県 0.0 232.8 高知県 5.9 114.6
石川県 5.3 283 福岡県 50.0 収集 344
福井県 23.5 収集 181 佐賀県 0.0 110.4
山梨県 40.7 115.9 長崎県 9.5 67.1
長野県 18.2 収集 54.2 熊本県 35.6 124.1
岐阜県 59.5 173.1 大分県 50.0 収集 59.5
静岡県 11.4 73.8 宮崎県 26.9 112.8
愛知県 44.4 収集 274 鹿児島県 2.3 157.3
沖縄県 7.3 311.8














がっていくことを期待したい。(2020 年 11 月 1 日 )
付　記
本稿は、日本図書館協会が主催し、2020 年 11 月 20 日～ 11 月 30 日にかけ
てオンラインで開催された「第 106 回全国図書館大会和歌山大会」の第 7 分科
会「図書館の自由」で筆者が担当した分科会報告に加筆修正を加えたものである。
脚　注




後」『西日本新聞』2020.3.11, 朝刊 20 面
ⅲ　 来館記録の収集をめぐる問題は全国紙の社説でも取り上げられている。(「社説　コロナと図書館　知の泉
を枯らさぬように」『毎日新聞』2020.9.28, 東京朝刊 5 面 )
ⅳ　 「図書館における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」http://www.jla.or.jp/Portals/0/data/
content/information/gaidoline-corona0514.pdf, 2020.5.14 公開　本ガイドライについては、来館者名後
の作成についての疑義が寄せられたことから、5 月 20 日に「「来館者名簿の作成」の運用に関する補足説
明 」(http://www.jla.or.jp/Portals/0/data/content/information/meibo0520.pdf) が、5 月 26 日にはガイ
ドラインの「更新版」 (http://www.jla.or.jp/Portals/0/data/content/information/corona0526.pdf) が公開
されている。





文書を発表した後、機関誌『みんなの図書館』2020 年 11 月号にて「日本図書館協会ガイドラインをめぐっ
て」とする特集を組んでいる。
ⅶ　 「水戸、日立の市立図書館　来月 1 日利用再開　名前、連絡先記入求める」『茨城新聞』2020.3.27, 朝刊
27 面
ⅷ　 「国立感染症研究所感染症疫学センター : 積極的疫学調査実施要領における濃厚接触者の定義変更等に関
す る Q&A」https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-virus/2019-ncov/2484-idsc/9582-2019-
ncov-02-qa.html, 2020.4.22 公開
ⅸ　 「東近江の会社員男性感染　妻も、県内計 3 人に」『京都新聞』2020.3.17, 朝刊 32 面
ⅹ　 「図書館資料の取り扱い ( 新型コロナウイルス感染防止対策 ) について－人と資料を守るために」http://
www.jla.or.jp/Portals/0/data/iinkai/hozon/ 日本図書館協会資料保存委員会 .pdf, 2020.7.6 公開
ⅺ　 日本図書館協会図書館の自由委員会編『「図書館の自由に関する宣言 1979 年改訂」解説』第 2 版 , 日本図
書館協会 , 2004, p.35
ⅻ　 吉井潤『図書館の新型コロナ対策ガイド』青弓社 , pp.95-96




ⅹⅳ　 東京版新型コロナ見守りサービス、神奈川県の LINE コロナお知らせシステム、岐阜県感染警戒 QR シス
テム、京都府新型コロナウイルス緊急連絡サービス ( こことろ )、大阪コロナ追跡システムなど。




ⅹⅶ　 「札幌医科大学医学部 附属フロンティア医学研究所 ゲノム医科学部門―【都道府県別】人口あたりの新
型コロナウイルス感染者数の推移」https://web.sapmed.ac.jp/canmol/coronavirus/japan.html, 2020.9.21
確認
ⅹⅷ　 岡山県立図書館はイベント参加者のみ参加者名簿を作成し、記入の協力を呼びかけている。
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